令和９年度 高等学校用 内容解説資料
この資料は、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。


	論理国語
	単位数
	４単位
	学科・学年・学級
	



１　学習の到達目標
	言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

	知識及び技能
	思考力、判断力、表現力等
	学びに向かう力、人間性等

	実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
	論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
	言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。



２　使用教科書など
	使用教科書
	東京書籍「新編論理国語」（論国002-901）

	副教材など
	「新編論理国語  学習課題ノート」（準拠ノート）／「新総合図説国語」／「ジャンプアップ高校漢字問題集　改訂版」／「常用漢字の基本演習　改訂版」／その他、QRコンテンツ（教科書）、指導用DVD-ROM収録の補助資料など



３　評価の３観点と学習指導要領との対応
　平成30年告示の学習指導要領では、評価の観点が「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つとなった。
　学習指導要領との対応は以下のとおりである。
　・「知識・技能」：学習指導要領の〔知識及び技能〕について指導したことを評価する。
　・「思考・判断・表現」：学習指導要領の〔思考力、判断力、表現力等〕について指導したことを評価する。
　・「主体的に学習に取り組む態度」：学習指導要領に直接該当する項目はないが、次の２つの側面を評価することが求められている。
　　①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身につけたりすることに向けた粘り強い取り組みを行おうとする側面。
　　②①の粘り強い取り組みを行う中で、自らの学習を調整しようとする側面。

４　「年間指導計画例」の見方
　本資料の各項目の概要は、以下のとおりです。
《薄いグレーの見出し》
・学期と各編の単元番号と名称、配当月を示した。
《領域・教材名・ページ数・配当時数》
・領域（書く／読む）、教材名、ページ数、配当時数を示した。
《学習指導要領との対応》
・学習指導要領の指導事項や言語活動例との対応を示した。
記号の意味
［知技］	「知識及び技能」の指導事項
［思判表］	「思考力、判断力、表現力等」の指導事項
	「思考力、判断力、表現力等」の言語活動例
《学習目標》
・附録「この教科書で学ぶこと」に掲載の学習目標を示した。
《学習活動例》
・配当時数の中で考えられる学習活動の例を示した。
記号の説明
＊	指導上の留意点や別案
《評価規準例》
・「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点による評価規準例を示した。
・「知識・技能」の評価規準例は、各教材で育成を目指す資質・能力に該当する学習指導要領の〔知識及び技能〕の指導事項の文言をそのまま用いて、文末を「～している。」とした。
・「思考・判断・表現」の評価規準例は、各教材で育成を目指す資質・能力に該当する学習指導要領の〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の文言をそのまま用いて、冒頭を「（領域名）において、」として領域を明示し、更に文末を「～している。」とした。
・「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価規準例は、扱っている全ての指導事項について設定した。
・「主体的に学習に取り組む態度」は、次の３つの内容を全て含め、各教材の目標や学習内容等に応じて、その組み合わせを工夫しながら設定している。また、文末は「～しようとしている。」とした。
①粘り強さ〈積極的に、進んで、粘り強く等〉
②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課題に沿って、今までの学習を生かして等〉
③他の２観点において重点とする内容（特に、粘り強さを発揮してほしい内容）
記号の意味
［知技］	「知識・技能」の評価規準例
［思判表］	「思考・判断・表現」の評価規準例
［主］	「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準例


◆年間指導計画例　≪部分サンプル≫
	
領域・教材名
ページ数・配当時数
	学習指導要領との対応
	学習目標
	学習活動例
（＊は指導上の留意点など）
	評価規準例

	■〓学期

	Ⅱ部　３　科学と人間（〓月）

	読む
科学的「発見」とは
Ｐ220
４時間
	［知技］⑴ア、イ、ウ
［思判表］読むこと⑴イ、カ
	・本文中の二つの課題を追体験して読み、科学的視点の持ち方とその意義を理解する。
	＜第１時＞
１「図１」と「図３」が何に見えるかを考えながら本文を通読する。（手引き１）
２「事実を観察するということは、それほど単純ではない。」という筆者の考えを理解する。
３第一段の「事実を観察するということは、それほど単純ではない。」という考えの根拠を、第二段から理解する。（手引き２）
＜第２時＞
１第三段から、「信じられないという表情から驚きの表情に変わってくる」理由を理解する。（手引き３）
２「『見ることは解釈することだ。』」の意味するところを理解する。（手引き４）
＜第３時＞
１「要約する力」（Ｐ164～167）を参考にしながら、本文の中心的な「問い」と「主張」をまとめる。（論理の力）
＜第４時＞
１私たちの観察が、状況や背景知識によって左右されることについて、自分の経験をもとに話し合う。（言語活動１）
２「図１」と「図２」のように筆者の主張を示すことができる別の図を用意し、発表する。（言語活動２）

	［知技］
・言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えている。
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］進んで中心的主張と事例の関係、「問い」と「主張」という文章の構造を理解し、学習課題に沿って科学的視点に立った、ものの見方や考え方を理解しようとしている。

	書く
仮説を立てて検証しよう
Ｐ91
８時間
	［知技］⑴エ／⑵ア、ウ／⑶ア
［思判表］書くこと⑴ア、エ、オ
書くこと⑵イ
	・仮説を立てて検証し、検証過程を文章にまとめる。
	＜第１時＞
１「学習の流れ」を読み、活動のポイントの見通しを持つ。
２「高校生の読書」について仮説を立てて検証し、検証の過程を文章にまとめた例を参考に、学習の進め方を理解する。
＜第２・３時＞
１「課題」（P98）の中から一つを選び、問題の前提と、そこにどのような傾向が見られるかについて、インターネットを使うなどして現象を把握する。
２同じ課題を選んだ人どうしでグループに分かれ、課題の現象に基づく疑問点を出し合い、その原因や結果について仮説を立てる。
＜第４・５時＞
１仮説を検証するための根拠となる情報を、インターネットなどを利用して集める。
２集めた情報を整理・分析し、立てた仮説の妥当性を検証する。
３集めた情報から、さらに新たな疑問や課題が生じた場合、必要に応じて追加で調査を行う。
＜第６・７時＞
１検証の過程を文章にまとめるため、構成を考え、メモを作る。
２構成メモをもとに、報告文にまとめる。
＜第８時＞
１報告文が書けたら読み直し、仮説の検証過程が的確に伝わる文章であるかを確認し、必要があれば推敲する。
２「振り返りのポイント」の各項目について振り返り、課題について各項目が達成できているかを確認する。
	［知技］
・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めている。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。
・推論の仕方について理解を深め使っている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めている。
・「書くこと」において、多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にしている。
・「書くこと」において、個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫している。
［主］積極的に仮説を立てて検証する方法を理解し、学習の見通しをもって情報を収集・整理し、分析することによって仮説の妥当性を判断し、検証の過程を文章にまとめようとしている。
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